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２学期終業式！ 

■教育講演会と公開授業研究発表会 

 １２月１０日（水）１５：００より「日本型教育の再構築と活用」という題目で、文部科学省初等中等教

育局視学官、杉田 洋 氏による講演会を開催できました。保護者の方々や日本人会の方々、教

職員、総勢４０名ほどの参加でしたが、映像や写真を交えて、巧みな語りで杉田先生のご経験や

日本の教育の良さ、教育観を保護者へ、そして教職員へ向け述べられました。参加したお母さん

方もその話しに引き込まれ、涙する場面も多くありました。私も自分の教え子のことを思いだし、目

が潤んでしまいました。講演後保護者の皆様の満足したお顔を拝見し、また、「とても感動しまし

た。」とのお言葉を聞いて、急ではありましたが、開催して良かったと思いました。参加していただき

ました皆様に心からお礼申し上げます。 

 

１２月１１日（木）の１２：５５からは予定通り「公開授業研究発表会」を開催いたしました。前にもお

知らせいたしましたが、この研究発表会は再開校５年を過ぎ、６年目に入ったのを機に、これまで

の研究の成果を広く公開し、多くの方々より指導助言を得ること。教職員の指導力アップにつな

がる機会とし、今後の校内研究の充実につなげ、児童生徒の学力向上を図ることを目的として開

催いたしました。また、日本の教育への関心が強い現地教育関係者の参加も目的としました。 

保護者の皆様には誠に申し訳なかったのですが、オリエンテーション及び授業参観だけのご

参会になりました。 

公開授業後の全体会の研究協議会等には、指導講師をお願いしていました東京学芸大学 

特命教授 髙橋昭彦氏、文部科学省の杉田 洋 視学官と２名の方々、全国海外子女教育研究

協議会の 滝 多賀雄 会長が来校されました。また、カタール大学、カタール教育省、カタール

国の現地校教職員合わせて５０名以上の参加があり、研究主任からの、本校この５年間と本年度

の研究の取組の発表を熱心に聞いていただきました。さらに公開授業を行った３名の先生方に

は、日本の授業の進め方や工夫、カリキュラムについて多くの質問がありました。最後に髙橋先生

より、まとめの講評があり、杉田視学官、滝会長よりお言葉を頂き、紺谷理事長の謝辞で終了する

ことができました。特命全権大使 津田様をはじめ多くの来賓の元、盛会に執り行うことができまし

た。心から感謝申し上げます。 

今後この研究発表会の検証をもとに、さらに子どもたちの学力向上のために努力していきたい

と思います。今後ともご支援、ご協力よろしくお願いいたします。 

 

 
○今学期も、皆様には多くのご支援、ご協力をいただき、無事終業式を迎えることができました。

ありがとうございました。全職員、新たな気持ちで３学期を迎えたいと思います 

 

【校長のひとり言】  

「教師は感動と喜びのある教育を求め、授業の工夫改善に努める。」 

校長室から       
アッサラームアレイコム！ 


